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長崎高教組

定通部だより

全国定通教育学習交流集会 in京都
あきらめない、いそがない、ひとりにしない定通教育

・期 日 2019年7月26日(金)～28日(日)

・会 場 ルビノ京都堀川 京都市上京区東堀川通下長者町下ル3-7

・本県参加者 濱本 功二（佐世保中央夜間）、烏山 隆弘（鳴滝夜間）、

植木 恭子（鳴滝通信） 計３名

全国の定時制・通信制高校に通学する生徒たちが抱える課題や指導実践例

等の情報を交換・共有しました。集会には、教諭・養護教諭の他、生徒、保

護者、カウンセラー、SSW、社会福祉関係者等が参加し交流を深めました。

１ 講 演 『夜間中学から見えてくるこれからの教育』

前川 喜平さん （現代教育行政研究会代表）

奈良県生まれ。東京大学法学部卒業後、文部省（現・文部科学省）入省。

文部大臣秘書官、初等中等教育局財務課長、官房長、初等中等教育局長、文

部科学審議官を経て、2016年文部科学事務次官。2017年同省天下り問題の責
前川さん

任を取り退官。現在、自主夜間中学スタッフの傍ら、執筆活動等。

(1)日本教育の現状と問題点

この10年、日本の教育がおかしくなっている。個人の尊厳が軽んじられ、全体・国家が優先されてい

る。これは、全体主義・国家主義の現れ。一人ひとりを大切にすることは、社会の根源に位置する。

(2)憲法との矛盾

特別の教科「道徳」・「公共」では、個人を越えた国家の存在について教える。日本に生まれたら、日

本人としてのアイデンティティを持たなければならないという内容。むしろ、人権や平和を軸として組

み立てなければならない。

日本国憲法第26条第1項で「能力に応じてひとしく教育を受ける権利」を規定しているにもかかわら

ず、教育現場では数値化・序列化が行われている。人の能力を単一の尺度で計ることこそが問題。この

ことはアインシュタインも言及している。「魚に木登りのテストをしたら、魚は無能力だと思うだろう。」

教育基本法第4条は、憲法第14条（法の下に平等）や第26条（教育を受ける権利および義務教育）を超えて

さらに踏み込んだ重要な意味を持つ。経済的地位による差別も認めていない。日本は、憲法が求める社

会になっていない。憲法「改正」の段階になく、まず憲法が求める社会をめざす努力をする義務がある。

関連条文

日本国憲法

第13条「すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、

公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。」（個人の尊重、幸福追求権

及び公共の福祉）
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第14条「すべて国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、

経済的又は社会的関係において、差別されない。華族その他の貴族の制度は、これを認めない。栄誉、勲

章その他の栄典の授与は、いかなる特権も伴はない。栄典の授与は、現にこれを有し、又は将来これを受

ける者の一代に限り、その効力を有する。」（平等権）

第26条「すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を有

する。すべて国民は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を負ふ。

義務教育は、これを無償とする。」（教育を受ける権利および義務教育）

教育基本法

第4条「すべて国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を受ける機会を与えられなければならず、人種、

信条、性別、社会的身分、経済的地位又は門地によって、教育上差別されない。

2 国及び地方公共団体は、障害のある者が、その障害の状態に応じ、十分な教育を受けられるよう、教育

上必要な支援を講じなければならない。

3 国及び地方公共団体は、能力があるにもかかわらず、経済的理由によって修学が困難な者に対して、奨

学の措置を講じなければならない。」（教育の機会均等）

(3)義務教育と普通教育

「義務教育」には、戦前の義務教育の意味合いが残っている。（臣民は国家のために学ぶ義務がある）

さらに、憲法第26条は次のようにあるべき。「国はすべての人に 無償の普通教育を与える義務を負う。」

現在、国はこの義務を果たしていない。置き去りにされている人、こぼれ落ちている人、外国人等、充

分な普通教育を受けないまま生活している。

制度上、義務教育は15歳の春に終わる。子どもが15歳になると保護者の

義務も消える。教育基本法第1条で人格の完成を目指している。1人の人間

として自立し、平和で民主的な国家および社会の形成者を国民が作り上げ

ていく。その担い手を育てることが、普通教育である。適格者主義は廃止

すべき。

(4)夜間中学の歴史

戦後、①経済的な理由で学校に来られない。②労働力として子どもが必要とされる等の実態があった。

当時、対象は学齢期の子どもだったが、その対象者が1960年代減少し、80年代いなくなった。

1966年、対象者がいないことを理由に文部省は夜間中学廃止勧告。在日コリアン女性等、差別や偏見で

教育を受けられなかった人たちが声を上げ、草の根運動が広がる。文部省は、「制度の趣旨に合わない

方が悪い!!」「子どもや親が悪い!!」と制度の建前だけを押し通そうとした。
1969年、大阪で夜間中学復活。1970年代、対象者を若い頃義務教育を受けられなかった大人へ変更。

1990年代、新渡外国人増加。夜間中学の機能の中に識字教育＋日本語教育が加わった。同時に、日本国

籍の子どもは門前払い。理由は、中学の卒業証書を持っているから。形式卒業者に対して入学許可を与

えないのは理不尽。2回入学してはいけないという法律はない!!

戦後ずっと存在する夜間中学に対し、国は冷淡な態度を取り続けてきたが、2014年、文科省がやっと

通知。形式卒業者に対して入学許可を与える。

(5)夜間中学の現状と求められるもの

夜間中学を必要としている人

①外国人（入学者の3割）：国は「労働力であって、移民ではない」と位置付けている。仲間として受け

入れるのであれば、学習言語である日本語を学ぶ機会を与えなければならない。本来、無償の日本語学

校をつくるべき。

②高齢者：国は中学未卒者を把握していない。最新の国勢調査では、未就学（小学校を卒業していない）

数だけで約12万8000人。中学を卒業していない人数を加えると20～30万人では済まない。次回国勢調査

では、小卒中卒を細かく区別して調査予定。

③形式卒業者：無登校は毎年4,000人。隠れ不登校数万人。関係者が繰り返し諦めずに働きかけてきた
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結果、2014年に夜間中学に関わる超党派議員連盟。2015年、義務教育機会確保法成立。２つのニーズ（①

小中のニーズ ②学び直し）に応えるため。文科省は、手のひらを返したように全国各都道府県に１校

ずつ設置するよう指針を出す。現在、9都府県に33校。ただし、38道県は未設置。昨年開校した埼玉県

川口市は99名入学。千葉県松戸市は20名以上入学。どちらも自主中学を30年以上続けてきたことが結実。

(6)おわりに

文科省を辞めた後、夜間中学のボランティアスタッフを始めた。憲法では、国民の権利についての条

文が「すべて国民は～」から始まる。日本国籍を持っていない人も認めるべき。「国籍に関わりなく～」

教育を受ける権利がある。

安倍政権は、授業料に所得制限をかけた。所得確認のためだけに毎年50億円支出している。奨学給付

金についても第1子と第2子以降で給付額が異なるのは差別で、明らかに憲法違反。一律の基準としてで

なく、その人１人ひとりに応じた学習が大切。高等学校学習指導要領は完全にフィクション。もっと大

事なことは、自分を守る知識や社会に出るために必要な知識。

2003年以降拡大した株式会社立通信制高校や広域通信制高校は廃止すべき。何もしなくても卒業でき

てしまうのは良くない。ニーズと市場が成り立ってしまって、悪貨が良貨を駆逐している状態。

２ 特別報告Ⅰ 『若者をめぐる性と生 ～現状と課題～』
辻 由起子さん（大阪府認定子ども家庭サポーター）

社会福祉士・保育士。大阪府立茨木高校卒業後、第1志望の大学に合格す

るも18歳で結婚、退学。19歳で出産。23歳でシングルマザーに。23歳、佛教

大学通信教育課程文学部教育学科幼児教育専攻卒業。33歳、佛教大学通信

教育課程社会福祉学部社会福祉学科卒業。 辻さん

保育士・第一種幼稚園教諭・社会福祉士・図書館司書・ヘルパー2級・難病ヘルパー等取得。小学校

で家庭の教育力専門指導員、小・中学校で発達障害専門支援員を経て現在、標記サポーターの他、子ど

も・親子・家庭に関わる NPO６団体で代表等、前大阪府茨木市市政顧問。

働かない夫＆ DV を誰にも相談できなかった。シングルマザーになり、暴力と無縁の環境で育った自
分が我が子に手を上げていた。気がつくと追い込まれていた。幸せになるために仕事してるのに、一生

懸命仕事しても全然幸せになれない。これは、個人レベルの責任ではなく、社会全体の仕組みの責任。

生まれた時からインターネット環境があるデジタルネイティヴ世代

が23歳。スマホネイティヴ世代は12歳。彼らは、他人と比較し自己肯

定感を下げる傾向が強い。出会い系サイトで結婚し、避妊方法も知

らない。知識がないまま生活が始まる。あまりにも生きるスキルが

なさ過ぎる若者に対し、時代に合った性・生教育が不可欠。予期し

ない妊娠 → 妊婦健診未受診 → 母子健康手帳未発行 → 虐待 → 虐

待死事例の被害は0歳児が最も多い。事件化してから哀れんでも遅

い。事件の前段階で手を打つ必要がある。児童虐待の原因は貧困。

防ぐには節約の方法を教える。

事件前段階の家庭を取材した番組で母親の言葉「ユナ（仮名）が可愛くない

わけじゃないけど、しんどい。親は『頑張れ』としか言わないから。」非正規

雇用では夫婦共倒れ。生きる知恵がないのに、子育てはハードルが高い。加害

と被害は表裏一体。生きる知識を与える必要があるが、学校だけでは限界があ

る。地域と連携しながら時代に即した性・生教育を進めていく。

性教育は小学1～6年まで段階的に進めるべき。コミュニケーションアプリによ

って、見ず知らずの他人が自分の情報を見ることができる。性犯罪被害を防ぐためにも、自分の身に起

こったことを言葉で伝える能力を身につけさせることが必要。恋愛関係教育は、究極の人権教育。1対1

の関係で、しかも密室。誰も見ていない場所で目の前の人を大切にできるかが問われる。



- 4 -

３ 分科会 ① 定時制生徒の健康と夜間給食問題 ② 生徒指導は誰のため、何のため？

③ 日本語を母語としない生徒への対応

報告 『夜間定時制高等学校における外国籍生徒への支援と課題』
笹山 悦子さん（愛知県立明和高等学校定時制課程教諭・日本語教師）

第３分科会概要

愛知県でも外国人労働者や家族滞在等、日本語を母語としない生徒が増

加。国語科教諭の笹山さんは、目の前の困っている子どもたちを放置でき

ず、一念発起して日本語教師資格を取得。日本語を教えて10年。外国人受

け入れ制度の整備を行政機関に訴える。現在、標記職以外に、城北つばさ

高校取り出し授業非常勤講師、とよた日本語学習支援システムプログラム・

笹山さん
コーディネーター対象者テスター、名古屋国際センター高校生向け日本語教室

学習支援アドバイザー。

高校生対象の日本語教育（言語運用能力養成）カリキュラムを作成する上で、指針となるものがない。*JSL
カリキュラム高校版開発の必要性。 *Japanese as a second language、「第二言語としての日本語」カリキュラム

様々な背景と特徴を持つ生徒を支援するには、地域を拠点にした外部支援者（語学支援員・行政書士・

弁護士等）の数を増やす。現場に蔓延る適格者主義。

笹山さんの報告の他にも各府県の状況や事例が多数報告されました。「どこへどう相談したらよいか

分からない」場合は地域の国際センター相談窓口へ。国が進める外国人労働者受け入れの受け皿が、定

時制高校になっていて、夜間中学の代わりをしている。今後ますます増加・多国籍化することが予想さ

れるこの問題について、行政としての十分な対策と支援が急務であることが確認されました。

「定通制の高校で学んでる」

第３分科会 高校生フォーラム

４ 高校生フォーラム 宮城～大阪の４府県高校生＆卒業生６名参加

①定通制入学の経緯・選んだ理由、②定通制のイメージ、③学費、④併修制度、⑤将来の夢等につ

いて意見交換。この場だからこそ言える高校生の本音の部分を聞くことができました。「先生と生徒の

距離が近い」「伸び伸びしている」「学費は自分で出している」

５ 特別報告Ⅱ 『変容する労働 ～奪われる労働者としての権利～』
東海林 智さん（毎日新聞記者）

働き方は、自営か雇用されるかの２種類しかない。ところが今、雇用によ

らない働き方が拡大している。

事例１ 飲食店で７時間勤務しているＡさんは、うち６時間を調理職とし

て雇用され、残り１時間は配達業者として自営業者扱いされている。同一人

物の一連の労働形態を分離している。同じ会社で働いているのに…。
東海林さん 事例２ 飲食店勤務Ｂさんは、午前11時勤務開始。休憩時間も含め計連続

12時間拘束されるが、実働は6.5時間。待機時間は物のように扱われる。必要な時だけ使い、不要にな

ったらしまう。ひどい話。

事例３ コンビニでアルバイトのＣさん。月収約36万だが、その代わり店舗にず～っといなければな

らない。結果、自宅に帰る余裕も与えられず住み込み同然で働く毎日。客がいない時はバックヤード。

過重労働で鬱状態になり、意識朦朧としたところを父親が救出。



- 5 -

事例４ 高知県の生協でパートのＤさん。勤務地によって時給に差があり、東京と時給224円の差。

年収に換算すると約50万円の格差。そのため、地方から若者もいなくなる。子ども2人でトリプルワー

ク。「私は時間を奪われた。子どもを2人も産んだのに、子どもたちと過ごす時間を奪われた。東京ぐら

いの賃金だったら … 悔しい。」最低賃金が1,500円になると、諦めなくて済む。

①労働時間の切り売り ②労働力のジャストインタイム ③労働時間主権を奪われた状態

労働時間と形態を分断することで、残業代や割増賃金を支払う必要がなく、事故発生時も個人の責任

となり、労働災害のリスクを減らことが可能になる。このような働き方を労働基準監督署や厚労省が認

めていることが問題。
Uber Eats のしくみ

労働時間そのものを売買する働き方の代表例が、出

前専門会社 Uber Eats(ウーバー・イーツ)。登録者が出
前を請け負う派遣会社的な仕組み。大きな葛籠のよう

なリュックを背負って食事を注文者の元へ運ぶ。スマ

ホに仕事依頼の連絡が入る。本来、雇用は直接雇用だ

が、Uber Eatsと契約者との関係は、労働契約ではな
く商取引（民法上の契約）。そのため、最低賃金は存在

しない。ダンピングはどこまでも進む。

日本上陸当初は、荷物1日10個以上配達につき＋300円、月500個以上で＋10%とプレミアムをつける等、
特典もあった。月35万円稼ぐ人もいて、割の良い仕事という評判が広がる。だが、登録者数が増えると

単価を下げる。（＋300円→＋150円）

事例５ 契約者は配達がない時もいつもスマホをジーッと見ている。連絡があった時、すぐ反応しな

いと他の契約者に仕事を取られるからだ。「心休まらないんです。」月収30万の契約者Ｅさんは、自転車

で配達中スリップ。転倒事故を起こし、右手首を骨折。仕事をできない期間が発生し、通常は労災扱い

だが、Ｅさんの場合個人事業主扱いなので労災は適用されず休業補償もない。見舞金5,000円だけ。2週

間無収入の後、ギプスをしたまま仕事再開。その月の収入は8万。これは、労働契約によらない雇用責

任を放棄した使い勝手のいい働かせ方。すべてのリスクを働く人が負う究極のピンハネ。

働き方改革で勤務時間が短くなり、残業代分が減収。退社後 Uber Eatsで副業をする人も多い。結局、
長時間労働に陥っている実態がある。有給休暇はなく、労働時間をバラ売りしなければならない。これ

は、人間らしい暮らしではない。労働者を安全な環境で働かせるのは、雇用主の義務。政府は「新しい

働き方」と称して広げようとしている。「いつでも、どこでも、自分の好きな時間に働ける」が売り文

句。「自分の都合に応じ、好きな時間に好きなだけ働く。自らの能力を最大限に発揮して稼いでくださ

い。」労働基準法で守られないフリーランスという労働形態を汎用性の高い仕事に広げようとしている。

過労死問題は何も解決していない。過労死しても企業や自治体が謝罪することはほぼない。賠償責任

を問われるからだ。周りにつらい状態の人がいたら、ぜひ支える側にまわって声をかけてほしい。

６ パネルディスカッション 『定通教育に求めるものは』
ＲＭさん（大阪卒業生） ＴＭさん（京都卒業生）
ＭＫさん（大阪保護者） 新保 敦さん（定時制高校教員）
中塚 久美子さん（朝日新聞記者）コーディネーター

定通教育に求めるものを内部の視点から考察し、提案しました。 パネルディスカッション

RMさん：中学時代の校則が厳しかった。下着の色は白と決められ、検査もあった。紫外線アレルギー

なので、運動会では長袖着用の許可をもらっていたが、入場行進の時、担任が般若のような形相で一直

線に自分に向かってきた。定時制高校に来て心が軽くなると、勉強したくなった。息がしやすい。中学

時代は「みんなに合わせてね」感があったが、高校では個性を大切にしてくれる。１人ひとりを見てく

れる。人とのつながりが大きい。

TMさん：正直、学校嫌いだった。いそがずにじっくり向き合ってもらったおかげで、嫌いという気持

ちが薄れていった。父の勧めで入学した定時制高校は自分に合っていた。将来は、生徒１人ひとりに時

間をかけられる先生になれるよう理想像に向けて努力したい。

MKさん：先生との距離感が近い。「何かあった？」と声をかけてもらい見守ってもらった。

しゃべり場的に展開したパネルディスカッション。定通制で大事にしてほしいこととして、白か黒かを

決めつけないグレーな雰囲気・自由な感じ等、たくさんの意見が出ました。
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2019年度 全教定通部定期総会
・期 日 2019年7月26日(金)

・会 場 ルビノ京都堀川 京都市上京区東堀川通下長者町下ル3-7

・本県参加者 濱本 功二（佐世保中央夜間）、烏山 隆弘（鳴滝夜間）、植木 恭子（鳴滝通信） 計３名

2018 年度経過・決算報告後、2019 年度活動方針・予算案を承認。昨年11月19日に行われた文科省交渉に
おける重点要求項目（Ⅰ就学支援金の諸問題、Ⅱ定時制の学級定数の改善、Ⅲ栄養教諭の定通教育振興法へ

の位置づけ）に対する回答は以下のとおりです。

重点要求Ⅰ （就学支援金の諸問題）

憲法が保障する教育の機会均等を実現するために、国の責任ですべての高校生の授業料を不徴収にし、「高

校無償化」を復活すること。これが実現するまでは、現在すすめられている就学支援金制度の３年経過後の

見直しの状況を明らかにした上で、下記３項目の速やかな実現を求める。

① 定時制･通信制の高校には事務手続きを省略してすべての生徒に就学支援金を支給すること。

② 標準修業年限を超えても就学支援金の対象とし、また、単位登録料制の単位制高校の74単位、年間30単

位の上限を緩和すること。

③ 徴収した授業料のすべてを公立高校の生徒の就学支援に充てること。

文科省の回答

① 2019年度からマイナンバーを活用した事務手続きを全国的に開始することとなり、入学時に申請を行え

ば、そのあと手続き不要で支給できることとなるので負担緩和ができる。

② 授業料が単位ごとに徴収される生徒と定額制の生徒とで差が出ないよう金額を設定している。単位当た

りで授業料を定めることで不利益が出るようなことにはならないように設定している。

③ 目的外として使われているという事実は承知していない。

重点要求Ⅱ （定時制の学級定数の改善）

定時制の学級定員を普通科20名・職業科15名とし、教職員定数算定基準を「学級定員」に応じた算定基準

に改善すること。

文科省の回答

６次にわたる定数改善計画により着実に改善が図られ、現在高等学校における教員１人当たり生徒数は、

11.2人と OECD 比率の13.2人を下回っている。こうした教職員定数の総数の中で、学校設置者において、よ

り効果的な教職員配置を行っていただきたい。

重点要求Ⅲ （栄養教諭の定通教育振興法への位置付け）

定通教育振興法を改正し、定通手当の支給対象職種に栄養教諭を加えること。

文科省の回答

栄養教諭制度ができた平成17年度以降、夜間定時制高校に栄養教諭の配置が確認できなかったが、26年度

に1名、27年度に1名、28年度は2名、29年度は4名と少しずつ配置が増えている。今後の各県の配置状況や栄

養教諭の職務内容を踏まえ、関係者に相談したり話を聞いたりしながら必要な検討を行っていきたい。



- 7 -

役員改選 佐世保中央定時制夜間部の濱本さんが、2019年度も全教定通部長に選出されたことが報告され、

拍手で承認されました。

討議の柱

① 定通制高校生の就修学保障（学費、就修学支援、生活支援、生活指導等）

② 特別支援（通級、日本語を母語としない生徒等）

③ 統廃合と入試（広域通信制、定員内不合格等）

④ 全国集会の開催方法

⑤ その他（勤務条件、再任用等） 全教定通部 濱本部長

関連する問題についても各道府県から報告されました。討論の中で、本県からは佐世保中央高校夜間部に

昨年度新設されたエンカレッジコースが抱える多くの問題点や給食等について報告しました。

全国定通学習交流集会 in京都の歌

毎年開催している この学習交流集会は

全国から 定時制・通信制高校の「生徒」や「卒業生」・

「教職員」・「保護者」・「SSW」・「NPO関係者」や

ときには 中小企業や行政関係の方などが幅広くあつまり

定時制・通信制に関するさまざまな課題について

広く学び 交流しあいます。 （資料もたくさん !!）

学びや成長のヒントがたくさん

いろんな人とつながりができる！

視野が広がる！

なかなか言えない悩みも 相談できます！

笑いあり 涙ありの 温かいイベントです

「あきらめない、いそがない、ひとりにしない定通教育」

※ 途中参加・部分参加も OKです

ご参加ください

場所 ホテル ルビノ京都堀川

全国定通教育学習交流集会

♪資料もたくさん!! 部分参加もOKです～ 二条城 国宝 二の丸御殿
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参加者の感想

植木 恭子 （鳴滝通信）

今回全国規模の集会に初参加し、たくさん

の収穫をいただきました。

特に、社会福祉士・辻由起子氏の講演は心

に残ることばかりでした。「どうすべきか知ら

ない、知識がない子供たちには、一から教え

てあげないといけない。そして教えただけで

できなければ、一緒にやってあげるしかない」

まさに通信制ではそんな毎日で、一緒にや

ることは根気がいりますし、恐ろしく時間を

取られます。しかし様々な経験と実績のある

辻さんでもやはり一緒にやってあげるしかな

い、とのお言葉で、自分も生徒に対する気持

ちを新たにすることができました。

またこのような会に参加したいと思いまし

たし、定時制の話が多い中で通信制の教員と

して問題提起もしていければと感じました。

烏山 隆弘 （鳴滝夜間）

元文科省事務次官の前川さんは、気さくで

実直なお人柄。眼鏡をはずした瞳の奥には、

温かい光。教育行政の中枢で長年、子どもた

ちや制度に向き合ってこられた人の言葉は重

みが違いました。

辻さんは、行動力の塊。自身の現状打開の

取り組みが、社会全体の仕組みを変える活動

へと広がりを見せていました。

山口県の坂本さんは、「定通部の集会は本当

に変わってる!!」と断言。「他の部会は教職員
の労働環境改善が主な議題だが、この集会は

生徒のことしか話し合わない。」気持ちがホッ

コリする理由の１つは、ここにありました。

晴明神社 堀 川

濱本 功二 （佐世保中央夜間）

今年も全国定通教育学習交流集会に参加し

て多くのことを学びました。

前川喜平さんの講演では、安倍政権の修学

支援金制度の矛盾、戦後、国の夜間中学に対

しての姿勢を知り、権力者が弱者のことを考

えてこなかったかを改めて実感しました。

また、辻由起子さんの講演では、性被害が

小学生へも広がっていること、性・生教育を

受けてこなかった若い人は親になってから、

子どもに対しての愛情は持っているにもかか

わらず、子育てや生活についての知識がない

ことで様々な問題に直面していることが紹介

され、児童虐待が当事者だけの問題ではない

ということがわかりました。

この国の教育が効率を重視する考え方では

なく、一人一人を大切に育てる方向へ舵を切

るような社会になるように私たちも努力する

必要があると感じました。

本県からの参加者

中国･四国･九州ブロック
定通部学習交流集会のお知らせ

11月2日 (土)～3日 (日)
山口で学習と交流を深めましょう!!


